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アーカイブ保存修復研修（基礎コース） 写真・フィルムの保存方法 
 









































添加剤   
バインダ  ー 包材 ケース 支持体 台紙 
 
表 2 写真画像の劣化の種類 
種 類 現 象 主な要因 発生箇所 
生物的劣化 カビ、バクテリア 高温、高湿 画像膜、支持体 
物理的劣化 
しみ 高温、残留薬品 画像膜、支持体 
変形 温湿度変化 画像膜、支持体 
擦りきず 機械的応力 画像膜 
ひび割れ 機械的応力、温湿度変化、酸化的雰囲気 支持体、画像膜 
膜はがれ 温湿度変化、機械的応力 支持体、画像膜 
破損 機械的応力、人為的ミス 支持体、画像膜 
化学的劣化 
脆化 高温、高湿、化学的雰囲気 支持体、画像膜 
分解 高温、高湿、化学的雰囲気 支持体、画像膜 
明（変）退色 高温、高湿、光、化学的雰囲気 画像 
暗（変）退色 高温、高湿、化学的雰囲気 画像 
ステイン 高温、高湿、化学的雰囲気 画像（白地） 
 




・ JIS K 7641 写真－現像処理済み安全写真フィルム－保存方法（対応 ISO 18911 Imaging materials - Processed 
safety photographic films - Storage practices） 
・ JIS K 7642 写真－現像処理済み写真印画紙－保存方法（対応 ISO 18920 Imaging materials - Processed photographic 
reflection prints - Storage practices） 
・ JIS K 7644 写真－現像処理済み写真乾板－保存方法（対応 ISO 18918 Imaging materials - Processed photographic 
plates - Storage practices） 
・ JIS K 7645 写真－現像処理済み写真フィルム、乾板及び印画紙－包材、アルバム及び保存容器（対応 ISO 18902 
Imaging materials - Processed photographic films, plates and papers - Filing enclosures and storage containers） 
 















収蔵庫・展示室に 28 ヵ所の温湿度計測自動管理システムを設置、24 時間空調。部分的に温湿度が上昇するた
め、空調の吹き出し口はふさがないように配慮する。収蔵している写真方式（技法）と収蔵庫および作業室・



















表 3 東京都写真美術館における収蔵写真方式と収蔵庫および作業室・展示室・書庫の温湿度設定 
温湿度 場所 収蔵写真方式 

















50±8％RH 作業室 作品の額装等 
22±2（冬）、24±2（夏）℃・
50±8％RH 展示室 展示作品 
 
４ 保存環境を整える                                      
（１） 保管する際には、ISO 18916（Imaging materials - Processed imaging materials - Photographic activity test for enclosure 
materials）に基づいて写真包材の写真画像への活性度試験（画像への影響、汚染、斑紋）を実施し、適正と認
めた写真保存用包材、テープを用いてマッティングを行い、保存箱に収納する。  
（２） 保存条件および保存容器は、JIS K7642「写真－写真印画の保存方法」、JIS K7644「写真－現像処理済み写真
乾板－保存方法」、JIS K7645「写真－現像処理済み写真フィルム、乾板及び印画紙－包材、アルバム及び保存
容器」に準ずる（写真 1、2）。 
 ① 写真画像と接触する間紙およびマットには pH7。0、保存箱には pH8.5 の中性紙を使用する。高湿度の過酷条件
下では、pH 値が 8.0 を超える紙が長時間直接画像に接触すると、カラー写真では黄色汚染やシアン色素の退色
を生じさせ、ジアゾ写真の場合にはカブリ（黒化や着色）を発生させる可能性があるという報告がなされてい
るため、注意する（JIS K 7645）。 

















（５） 表 4 に示すように、作品の技法ごとの年間最大累積照度を設け、貸出も含めた年間の展示日数を制限する２、
３）。現在、ハロゲンランプ当時の年間のMax 累積照度の値を LED においても流用しているが、ハロゲンラン
プの設定照度の半分程度に下げても画像の見え方が以前と変わらないため、値の再設定を思考中である。 
 
表 4 写真技法ごとの年間最大累積照度 

























































写真 3 ブックマット（部分） 
写真 1 縦置き保存箱・平置き保存箱・ 
タトウ 
写真 2 35 ネガ、ノンバッファー紙で 
蛇腹を作製 
 















けるために間紙を入れる。間紙は通常は pH7.0 の 70g/m2 を使用しているが、背のゆるみに応じて和紙（ｐＨや
材料のデータ付）を選択するなど間紙の厚さを考慮する。その後、アルバムを中性紙ボードのタトウで包み、
保存箱の中でアルバムが動かないように、中性紙ボードを利用して固定する。  















６ 写真フィルムの留意点                                   
フィルムの支持体（ベース素材）は、硝酸セルロース（NC）と三酢酸セルロース（TAC）、ポリエチレンテレ









別の保存---i) 酢酸臭の有無、ii) 変色・退色、iii) フィルムエッジの変形、iv) カビの発生、v) べとつき、vi) 粉
の析出、vii) 膜面の接着、viii) ひび割れ--を行うことである。 
第二ステップは、適正な包材の使用、そして第三ステップは、適切な環境整備（保存施設は JIS や ISO での推
奨環境に近づける。 
個人保管の留意点は、i) 高温・高湿を避ける、ii) １日および年間を通して温湿度の変動が少ない場所、iii) 調
写真 4 ソーダライムガラスの劣化による 
アルカリ性の液滴  




図 3 大切な遺産を守る 
（KEEPIING THE LEGACY OF TRUST,  
Eastman Kodak Company） 
図 2  ADS レベル、遊離酸度、劣化状態の相関 































































２）Sarah Wagner , Connie McCabe, Barbara Lemon, Guidelines for Exhibition Liht Levels for Photographic Materials, AIC 
Topics in Photographic Preservation Vol 9, August (2001)。 
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